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庄
司
委
員
（
仙
台
）

・
昨
年
12
月「
車
両
投
入
計
画
」

で
国
労
独
自
に
団
体
交
渉
を

行
っ
た
。
こ
う
し
た
取
り
組

み
を
加
入
の
武
器
に
し
た
い
。

・「
有
害
物
質
」
問
題
の
進
捗

状
況
を
説
明
し
て
ほ
し
い
。

・
新
幹
線
検
査
周
期
延
伸
で

は
、「
日
と
キ
ロ
制
限
」
か
ら

「
キ
ロ
制
限
」
の
み
と
な
る
。

運
転
協
議
会
と
連
携
し
て
団

体
交
渉
を
取
り
組
む
。

岡
部
委
員
（
東
京
・
上
野
）

・
職
場
で
は
月
の
超
勤
が
上

限
近
く
に
達
す
る
社
員
が
。

こ
れ
以
上
の
超
勤
が
出
来
な

い
為
、
勤
務
変
更
で
対
応
。

今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
な

い
よ
う
に
訴
え
て
い
る
。
ま

た
、
保
線
で
も
退
避
誤
り
が
。

職
場
実
態
の
改
善
は
適
正
な

要
員
配
置
以
外
に
な
い
。

・
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
の
諸
問
題
で
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
取
り
組
む
。

・
Ｇ
Ｓ
の
新
規
採
用
中
止
で

要
員
不
足
は
明
ら
か
。
早
急

に
Ｇ
Ｓ
社
員
の
正
社
員
化
を
。

・
17
春
闘
で
は
ス
ト
を
背
景

に
客
貨
一
体
の
取
り
組
み
を
。

出
羽
委
員
（
水
戸
）

・
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
の
プ
ロ
パ
ー
社

員
と
交
流
。
引
き
続
き
学
習

と
交
流
の
場
を
継
続
す
る
。

・
組
織
対
策
に
必
要
な
財
政

支
援
を
提
案
す
る
よ
う
本
部

に
要
請
し
て
い
く
。

・
職
場
要
員
と
エ
ル
ダ
ー
職

場
の
確
保
は
緊
急
な
問
題
。

・
常
磐
線
復
旧
工
事
と
脱
原

発
の
闘
い
で
、
地
本
は
復
旧

工
事
対
策
委
員
会
の
設
置
を

検
討
。
福
島
県
支
部
と
連
携

し
て
取
り
組
む
。

北
嶋
委
員
（
千
葉
）

・
駅
業
務
委
託
で
Ｃ
Ｔ
Ｓ
か

ら
Ｊ
Ｅ
Ｓ
Ｓ
に
移
管
さ
れ
て

労
使
間
協
定
が
白
紙
と
な
り
、

　

最
重
要
課
題
で
あ
る
組
織
強

化
・
拡
大
に
つ
い
て
は
、
大
会
後
、

１
月
と
２
月
に
長
野
地
本
で
２
名

の
加
入
が
あ
っ
た
が
、
一
括
和
解

以
降
、
最
も
ス
ロ
ー
ペ
ー
ス
の
状

況
と
な
っ
て
い
る
。

　

東
日
本
本
部
は
、
昨
年
11
月
に

各
地
方
組
織
部
長
会
議
を
開
催
。

今
、
実
践
す
べ
き
具
体
的
な
行
動

と
し
て
、
一
つ
に
「
全
職
場
で
対

話
活
動
を
展
開
、
仲
間
の
声
を
集

約
し
、
共
有
し
よ
う
」、
二
つ
に

は
「
全
分
会
オ
ル
グ
を
実
施
し
、

全
体
化
し
よ
う
」
を
挙
げ
、
原
点

に
返
っ
た
運
動
を
積
み
上
げ
て
組

織
拡
大
に
繋
げ
、
拡
大
行
動
に
お

け
る
個
々
の
関
わ
り
を
組
織
と
し

て
後
押
し
を
し
て
い
く
提
起
を
し

た
。

　

ま
た
、
昨
年
12
月
に
は
「
組
織

部
報
」
を
発
行
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の

最
大
労
組
の
組
織
混
乱
に
対
し
て

国
労
の
考
え
方
を
示
し
、
国
会
で

批
判
さ
れ
る
労
働
組
合
が
果
た
し

て
「
普
通
の
労
働
組
合
な
の
か
」

と
も
指
摘
を
し
て
き
た
。

　

30
年
も
「
異
常
」
が
蔓
延
っ
て

い
る
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
Ｊ
Ｒ
貨
物
の

労
働
組
合
の
勢
力
図
書
き
換
え
を

組
織
戦
略
の
最
大
の
目
的
と
し

て
、
次
世
代
に
ど
の
よ
う
な
組
織

を
つ
な
ぐ
の
か
真
剣
に
議
論
し
な

く
て
は
な
ら
な
い
。

　

17
春
闘
で
は
、
１
５
，
０
０
０

円
の
ベ
ア
要
求
を
柱
に
、
重
点
要

求
８
項
目
の
春
闘
要
求
を
２
月
13

日
に
各
社
一
斉
に
提
出
す
る
。

　

昨
年
ま
で
Ｊ
Ｒ
貨
物
が
17
年
連

続
ベ
ア
ゼ
ロ
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
２

年
連
続
で
回
答
指
定
日
を
大
幅
に

越
え
る
極
め
て
不
満
な
状
況
が
作

ら
れ
た
。
17
春
闘
で
は
、
信
義
に

基
づ
く
取
り
扱
い
を
強
く
求
め
る

と
と
も
に
、
交
渉
を
強
化
し
、
全

組
合
員
の
参
加
で
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　

強
調
し
た
い
の
は
、「
春
闘
要

求
実
現
の
近
道
は
、組
織
拡
大
だ
」

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
東
日
本
本

部
と
し
て
、
新
規
採
用
者
対
策
含

め
、
組
織
強
化
・
拡
大
の
取
り
組

み
と
結
合
し
、
情
勢
の
変
化
を
機

敏
に
捉
え
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
大
胆
か
つ
し
た
た
か
に
取
り
組

む
こ
と
を
要
請
し
た
い
と
思
う
。

　

安
倍
政
権
が
導
入
し
よ
う
と
す

る
「
働
き
方
改
革
」
の
本
質
は
、

高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度

に
よ
る
「
残
業
代
ゼ
ロ
」
で
あ
り
、

裁
量
労
働
制
の
導
入
、
解
雇
の
金

銭
和
解
で
あ
る
。
改
め
て
労
働
者

保
護
法
制
の
維
持
向
上
と
、
労
働

条
件
の
向
上
を
求
め
る
立
場
で
弁

護
団
及
び
共
闘
組
織
と
の
連
携
を

密
に
運
動
を
進
め
て
い
く
。

　

運
動
の
総
括
を
踏
ま
え
、
組
合

員
全
体
が
運
動
を
一
歩
前
に
進
め

る
決
意
を
申
し
上
げ
、
東
日
本
本

部
執
行
委
員
会
を
代
表
し
て
の
挨

拶
と
す
る
。

改
め
て
議
論
の
で
き
る
関
係

を
築
い
て
き
た
。
東
日
本
本

部
に
、
地
方
の
労
使
間
協
定

締
結
に
向
け
た
具
体
的
な
取

り
組
み
を
求
め
る
。

・
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動
を

取
り
組
み
、
３
月
に
は
千
葉

県
総
決
起
集
会
を
取
り
組
む
。

・
闘
い
の
中
か
ら
し
か
展
望

は
開
け
な
い
。
東
日
本
本
部

に
は
そ
の
先
頭
に
立
つ
こ
と

を
要
請
す
る
。

佐
藤
委
員
（
東
京
・
大
宮
）

・
古
い
特
急
車
両
の
故
障
が

多
発
し
、
検
査
・
修
繕
を
行
っ

て
い
る
東
大
宮
セ
ン
タ
ー
の

業
務
を
圧
迫
。
東
日
本
本
部

か
ら
も
車
両
置
換
が
進
む
よ

う
に
取
り
組
み
を
。

・
現
場
長
へ
の
要
求
書
づ
く

り
に
他
労
組
青
年
社
員
の
声

を
反
映
し
て
き
た
。
拡
大
に

繋
げ
る
た
め
組
織
対
策
費
の

継
続
を
要
請
す
る
。

・
エ
ル
ダ
ー
交
流
会
を
開
催
、

問
題
を
共
有
し
て
い
る
。
東

日
本
本
部
へ
実
態
調
査
と
改

善
へ
の
努
力
を
お
願
い
す
る
。

佐藤委員
新潟地本
副議長

星川委員
東京地本
議長

　国労東日本本部は、２月５日に東京・新橋で第 34回拡大委員会を開催しました。
　討論では、貨物関東協議会・因泥議長の特別発言を含め 12名が発言、2017春闘、組織強化・
拡大をはじめとする当面する闘争方針を確立しました。
　今号は委員会特集号として委員長挨拶、委員からの発言要旨と書記長集約を掲載し、報告
とします。
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の
懸
案
事
項
の
履
行
、
実
効

性
を
求
め
る
闘
い
に
つ
い
て
】

　

労
働
協
約
改
訂
の
闘
い
は

労
働
条
件
の
改
善
に
直
結
す

る
こ
と
も
見
据
え
、
国
労
組

合
員
の
み
な
ら
ず
職
場
の
声
、

要
求
を
掴
み
、
会
社
と
の
交

渉
に
反
映
さ
せ
る
な
ど
、
職

場
の
運
動
と
直
結
し
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

一
括
和
解
時
の
懸
案
事
項

で
も
あ
る
遠
距
離
通
勤
等
の

解
消
に
つ
い
て
、
複
数
の
支

社
に
お
い
て
解

消
が
図
ら
れ
て

き
て
い
る
こ
と

も
事
実
で
あ
る
。

引
き
続
き
実
効

あ
る
措
置
を
求

め
、
取
り
組
み

を
強
化
し
て
い

く
。

【
政
治
闘
争
の
強

化
に
つ
い
て
】

「
国
労
フ
ク
シ
マ

視
察
・
学
習
会

交
流
」
を
経
て
、

被
災
地
の
実
態

を
通
し
て
風
化

②

原
田
委
員
（
高
崎
）

・
事
故
続
発
の
第
一
の
原
因

は
合
理
化
。
会
社
に
要
員
不

足
に
つ
い
て
厳
し
く
追
及
し
、

「
合
理
化
反
対
」
の
大
衆
行
動

を
展
開
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
東
日
本
本
部
は
回
答
指
定

日
に
向
け
、
ス
ト
ラ
イ
キ
体

勢
の
準
備
を
す
る
べ
き
。

・
安
心
し
て
働
け
る
職
場
風

土
の
再
構
築
に
は
組
織
拡
大

が
必
要
。
全
力
を
挙
げ
る
。

・
平
和
と
民
主
主
義
に
つ
い

て
東
日
本
本
部
と
し
て
運
動

の
先
頭
に
立
つ
こ
と
を
望
む
。

菊
池
委
員
（
盛
岡
）

・
組
織
対
策
費
に
つ
い
て
、

継
続
か
代
替
措
置
を
求
め
る
。

・
エ
ル
ダ
ー
社
員
の
雇
用
先

を
ど
う
確
保
す
る
か
、
会
社

へ
の
提
起
も
必
要
。
ラ
イ
フ

サ
イ
ク
ル
を
見
直
し
、
働
き

続
け
ら
れ
る
ル
ー
ル
を
確
立

す
る
べ
き
。

・
地
方
公
共
交
通
の
在
り
方

に
つ
い
て
、
東
日
本
本
部
の

主
体
性
発
揮
を
要
望
す
る
。

武
田
委
員
（
仙
台
）

・
17
春
闘
で
は
、
ス
ト
ラ
イ

キ
を
配
置
し
て
客
貨
一
体
と

な
っ
て
闘
う
こ
と
を
決
断
し

て
ほ
し
い
。

・
地
方
で
は
エ
ル
ダ
ー
社
員

制
度
は
崩
壊
し
て
い
る
。
退

職
ま
で
は
宿
舎
か
ら
の
退
去

佐
藤
書
記
長
・
中
間
答
弁

●
有
害
物
質
に
関
し
て
は
、

昨
年
９
月
に
申
２
号
で
申
し

入
れ
て
き
た
。
会
社
か
ら
は

調
査
に
時
間
が
か
か
る
と
の

対
応
で
あ
り
、
早
急
に
団
体

交
渉
の
開
催
を
求
め
て
い
く
。

●
J
E
S
S
本
社
と
労
使
間

協
約
に
基
づ
き
、
プ
ロ
パ
ー

の
組
合
員
に
も
団
体
交
渉
に

参
加
し
て
も
ら
い
、
職
場
で

の
問
題
点
を
交
渉
し
て
き
た
。

支
店
―
地
本
間
で
の
交
渉
窓

口
の
確
立
や
労
使
間
協
約
を

さ
ら
に
求
め
て
い
き
た
い
。

●
安
全
キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動
に

つ
い
て
は
、
東
日
本
本
部
と

し
て
も
積
極
的
に
参
加
し
て

い
く
。
統
一
宣
伝
ビ
ラ
作
成

も
取
り
組
ん
で
い
る
。

●
組
織
対
策
費
に
つ
い
て
は
、

今
委
員
会
で
の
意
見
を
今
後

の
機
関
会
議
に
伝
え
て
い
く
。

粉
川
委
員
（
東
京
・
神
奈
川
）

・
遠
隔
シ
ス
テ
ム
で
無
人
状

態
と
な
る
駅
は
横
浜
支
社
内

１
０
７
駅
中
45
駅
・
終
日
無

人
駅
は
27
駅
あ
る
。
事
故
を

防
ぐ
意
味
で
も
国
交
省
に
対

し
て
、
労
働
組
合
と
し
て
訴

え
る
取
り
組
み
の
検
討
を
。

・
エ
ル
ダ
ー
社
員
の
雇
用
先

提
供
時
の
就
労
条
件
を
書
面

で
明
示
す
る
よ
う
要
請
す
る
。

さ
れ
な
い
よ
う
に
改
善
を
。

・
一
括
和
解
の
懸
案
事
項
に

つ
い
て
は
不
十
分
で
あ
る
。

木
村
委
員（
東
京
・
大
井
工
場
）

・
支
部
で
は
ア
ス
ベ
ス
ト
健

康
手
帳
取
得
に
つ
い
て
、
現

職
は
準
備
し
、
Ｏ
Ｂ
全
員
が

取
得
を
目
指
す
取
り
組
み
を

展
開
。
東
日
本
本
部
が
先
頭

に
立
ち
、
取
得
の
推
進
を
。

・
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
行
動
に

つ
い
て
、
支
部
も
取
り
組
み

の
成
功
に
向
け
て
奮
闘
す
る
。

徳
武
委
員
（
長
野
）

・
１
月
に
信
州
ロ
ジ
ス
テ
ィ

ク
ス
で
、
２
月
に
は
長
野
駅

で
加
入
が
あ
っ
た
。
日
頃
の

付
き
合
い
を
大
切
に
、
諦
め

な
い
で
声
を
か
け
続
け
た
結

果
で
あ
る
。

・
Ｊ
Ｒ
発
足
30
年
の
今
、
拡

大
に
向
け
た
「
国
労
」
の
名

称
に
つ
い
て
検
討
す
る
ラ
ス

ト
チ
ャ
ン
ス
で
あ
る
。

・
ア
ス
ベ
ス
ト
の
取
り
組
み

で
は
支
部
で
13
名
が
健
康
管

理
手
帳
を
取
得
。
今
後
の
準

備
も
取
組
む
。

【
組
織
強
化
拡
大
の
闘
い
に
つ

い
て
】

　

国
労
の
若
手
組
合
員
が
中

心
と
な
り
、
他
労
組
組
合
員

も
交
え
た
交
流
会
な
ど
の
報

告
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
取

り
組
み
に
国
鉄
世
代
の
組
合

員
が
し
っ
か
り
関
わ
っ
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

国
労
組
織
の
５
年
後
、
10

年
後
を
見
据
え
た
運
動
を
ど

う
作
る
の
か
が
問
わ
れ
て
い

る
。
一
人
一
人
の
頑
張
り
を
、

ど
う
組
織
全
体
の
運
動
へ
押

し
上
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
、
全
員
参
加
の
運
動
を
つ

く
る
こ
と
が
、
こ
の
春
闘
期

の
大
き
な
課
題
で
あ
る
。

【
合
理
化
反
対
、
安
全
・
安
定

輸
送
の
確
立
、
労
働
条
件
改

善
に
つ
い
て
】

　

東
日
本
本
部
は
、
イ
ン
フ

ラ
整
備
や
設
備
の
維
持
管

理
、
技
術
力
向
上
等
に
つ
い

て
、
会
社
へ
指
摘
と
改
善
を

求
め
て
き
た
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ

東
日
本
と
の
団
体
交
渉
に
お

い
て
「
鉄
道
事
業
部
門
で
約

３
，
０
０
０
人
の
要
員
不
足
」

の
現
状
を
指
摘
し
て
き
た
。

　

引
き
続
き
Ｊ
Ｒ
東
日
本
、

Ｊ
Ｒ
貨
物
会
社
に
対
し
て
、

仕
事
・
安
全
総
点
検
運
動
を

強
め
、
議
論
と
提
言
、
団
体

交
渉
の
強
化
を
図
っ
て
い
く

こ
と
と
す
る
。

【
２
０
１
７
春
闘
勝
利
に
向
け

た
闘
い
に
つ
い
て
】

　

第
１
８
７
回
拡
大
中
央
委

員
会
に
お
い
て
、「
統
一
重
点

要
求
８
項
目
」
を
基
本
に
、

定
期
昇
給
の
完
全
実
施
と

１
５
，
０
０
０
円
の
ベ
ア
獲

得
を
柱
と
す
る
春
闘
方
針
が

確
立
し
た
。

　

要
求
獲
得
に
向
け
、
一
人

一
要
求
、
現
場
長
と
の
話
し

合
い
な
ど
の
職
場
か
ら
の
闘

い
を
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、

本
部
―
本
社
間
に
お
け
る
団

体
交
渉
へ
の
力
と
し
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
は
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
感
を
持
ち
、
真
撃

な
議
論
を
通
じ
、
ベ
ア
実
施

を
含
む
国
労
要
求
に
基
づ
く

回
答
を
求
め
て
い
く
。

【
労
働
協
約
改
訂
、
一
括
和
解

さ
せ
な
い
運
動
と
、
復
興
支

援
に
向
け
継
続
し
た
取
り
組

み
を
行
う
こ
と
を
意
思
統
一

し
て
き
た
。

　

安
倍
自
公
政
権
の
進
め
る

国
民
無
視
の
政
策
、
さ
ら
に

再
び
戦
争
と
い
う
過
ち
の
道

へ
戻
ら
な
い
た
め
、
安
全
保

障
関
連
法
の
廃
止
、
改
憲
阻

止
、
平
和
憲
法
を
空
洞
化
さ

せ
な
い
取
り
組
み
の
強
化
、

世
論
の
喚
起
が
問
わ
れ
て
い

る
。

　

平
和
・
人
権
・
環
境
な
ど

の
国
民
的
諸
課
題
に
対
し
、

国
労
も
地
域
の
共
闘
運
動
の

中
心
的
な
役
割
を
担
い
、
引

き
続
き
共
闘
や
交
流
を
広
め

て
い
く
。


